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20%に発生 し,女 性にやや多い。大唾液腺で は
耳下腺に最 も多く,小唾液腺では口蓋が最好発部






















ら粘表皮癌が発生 したとい う報告 もある。
　 腺 性 歯原 性 嚢 胞glandular　odontogenic　cyst
(sialo　od ntogenic　cyst)は,歯原性嚢胞の1つ と


















性は否定で きない。また,歯 原性上皮を特に強 く






ら発生すると考 えても矛盾 しない。 さらに最近で
は,MAML2遺伝子の解析から,腺 性歯原性嚢胞
は中心性粘表皮癌の前駆病変ではないかと推察す
る報告3)もある。今後,遺 伝子解析 を含む さらな
る研究によ り,中心性粘表皮癌の起源についての
証明がなされるようになるであろう。
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